
　ワーカーズ11人30代前半から60代後半まで幅広
く、新人もベテランもやってみたいこと、作りたいもの、
変えていきたいものについて意見を出し合い、実現へ
向けて頑張っています。コロナ前に比べて激減してし
まった注文も戻りつつあり、新しい契約も増えました。
さらに新しいメンバーの加入！難しい状況でも時間も
人の心もちゃんと前へ向かって動いているのだと実感
する毎日です。
　きっかけはデポーワーカーズの一言。「大きめのもも
肉の唐揚げ、一個売りできたら組合員が喜ぶのでは？」
奮起したあるメンバーが、切り方、漬け込み調味液な
ど工夫を凝らし、胸肉を柔らかく仕上げることとザ
クっとした食感にこだわり試作を繰り返しました。楽
しいネーミングも決まり、これは人気者になるかも！
と完成前から全員で盛り上がりました。
　地域の学生が気軽に立ち寄ってパクっと腹ごしらえ
できるような・・・家事の合間に、公園や車の中で、世代
を問わず愛される。イメージを膨らませながら日々試
作を繰り返しついに実を結びました。そしてやっとデ

　まいそるは3事業を行っています。それぞれの事業の今をお伝えします。
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キッチンこらふ

コロナ禍で生まれた「デポチキ」

認定NPO法人ワーカーズ・コレクティブまいそる は今…

Data

Data
1993年11月設立

横浜市都筑区住所

11人メンバー

045-941-3101☎

2003年10月設立

045-828-1251☎

横浜市戸塚区住所21人メンバー

デイサービス

食

ビューの日を決めることができたの
です。
　「デポチキ」とは、デポーの皆さん
に愛着を持ってもらえるといいなと

企業組合W.Co にんじん 大丸 惣菜

 認定NPO法人W.Co まいそる 

デイサービス事業 “デイサロン花りん”は16年が
経過しました。メンバーの世代交代がなかなか進まず
に悪戦苦闘している状況です。一方で昨年末からこの
3月まで7人もの新規利用者さんをお迎えして、フロ
アは新しい春風が吹き渡っています。コロナ禍では初
めてお会いする時からマスク姿ですので、食事時など、
お顔が拝見できお互いに笑顔になります。利用者さん
と一緒にお庭の源平桃にそっくりなフロア飾りがで
きました。そして、これから楽しみなのが竹林から出
てくるタケノコ。どんなメニューに変身するでしょう。

地域福祉事業の“花りんの実”は、
介護保険対象外の生活支援を行っ
て12年。コロナ禍においても利
用が減ることはありません。サー
ビス内容としては掃除や通院の付
添・介助そして買物の付添などが
あります。地域スタッフも2人増
えて、“困った時はお互い様” の関
係性が地域に広がることを願って
活動しています。

居宅介護支援事業 “花りんの樹”は7年目に入りま
した。デイサロン花りんから徒歩10分程の所に事務
所があります。4月より新メンバーの加入があり5人
のケアマネジャーで今年度のスタートです。 

（庄子陽子）

午後の体操

お庭の源平桃

荷物は任せて

買い物の付き添い

思い名付けました。2021年1月からは「毎月13日はデ
ポチキの日」として大丸デポー、センター南デポーに置

かせていただいていま
す。包装パックもスタ
ンプもメンバーの手作
り で す。ピ リ ッ と パ
クっと「デポチキ」皆
様の楽しみのひとつと
なりますように。

（深澤布美子）

インスタグラムはこちら

基金ニュース

（共育・研修委員　小島きり子）

　部門連携連絡会で各部門の事業状況を共有する中で、
車を使って業務を行うW.Coのリスクマネジメントの重要
性が課題として上がりました。そこで、部門連携連絡会
主催で講座を企画することを決め、各部門を通して事前
アンケートを実施しました。移動サービス、家事介護、保
育、食、生協まちづくり、生活文化と多くの部門で車を使
うW.Coが存在していましたが、安全運転研修の実施状
況の設問では、移動サービスや配送を主たる事業として
いるW.Co以外では、実施できていないW.Coが多いこ
とも確認できました。
　当日はリモート開催を併用し、会場5名、リモート30
名と多くの参加がありました。「事故は起らないようにす
ること（リスクマネジメント）が、まず重要であり、万一、
事故を起こしてしまった際の保険をしっかりと準備してお

（W.Co基金委員　石井悦子）

　2020年、降って湧いたような新型コロナウイルスの脅威
は、私たちの生活や仕事の環境を大きく変え、今現在も感
染拡大を防ぎ切ることはできていません。
　このコロナ禍によって経営状態が悪化したW.Coを支援
するため、W.Co基金は昨年度5W.Coに計95万円の助成
をしました。
　助成金の原資は皆さんの寄付で賄われています。どの
W.Coも大変な状況にある中で寄付のお願いをするのは、
同じワーカーズの一員として心苦しい面もあります。ですが、
そこはおたがいさまのたすけあい。神奈川の全W.Coメン
バーに1人150円の寄付を呼びかけた、「コロナに負けるな、
ワーカーズ！」運動が功を奏し、昨年度は見事、寄付金の

部門連携連絡会主催

開催日：2021年3月22日（月）14：00 ～16：00　講師：神奈川W.Co連合会副理事長　河崎民子さん*

　車両保険以外でも個人賠償責任保険など、保険
には「保険金をお支払いしない場合」という決めご
とがあり、その内容は保険会社によってさまざまです。
いざという時に支払い対象ではなかったというトラブ
ルも多いため、加入している保険の補償内容を確認
し、場合によっては保険の見直しを検討しましょう！

＊（N）全国移動サービスネットワーク副理事長

講座を
開催しました

業務で車を使うW.Coの
リスクマネジメント

くことも大切なリスクマネジメントである」というお話を
中心に、JAFによる危険予知トレーニングの動画サイトや
事故が起りやすい状況をまとめたデータなど、役立つ情
報が満載。また、加入している保険の補償内容を把握す
ることの必要性についても理解が深まりました。参加者
からは「事故が起きた際の対応マニュアルを作成したい」
という声があり、即、実践につながる講座となりました。

目標額を達成することができました！
　この場を借りてご協力いただいた全ての団体・個人の皆さ
んに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
　基金委員会では今後、より多くの方に基金の存在と意義を
知ってもらい、“いつでも誰でもいくらでも” 気軽に寄付ができ
るような仕組みづくりに取り組んでまいります。連合会ホーム
ページではW.Co基金の情報や申請書類のダウンロード、寄
付金の振込先などが掲載されています。ぜひチェックをお忘
れなく。
　今年度も皆さんのご支援、ご協力をよろしくお願いします。

ありがとうござました！ありがとうござました！
みなさんみなさん

150円
運動
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